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  公共事業事前評価調書（案） 

事 
 

業 
 

概 
 

要 

事 業 名 寿町総合労働福祉会館再整備事業 

場  所 

(所在地) 
横浜市中区寿町四丁目 14 番 

事業目的 

寿町総合労働福祉会館の耐震化を図るため、再整備（建替）を行いま

す。 

また、建替にあたっては、これまでの地区住民の生活環境向上の役割

の他、地区の課題や市民ニーズに合った新たな機能を付加することによ

り、地区住民の福祉の向上及び地区の更なる活性化を図ります。 

事業内容 

１ 本市計画施設（評価対象事業） 

(1) 福祉施設 

  ア 規模：（延床面積）約 2200 ㎡ 

  イ 想定施設機能  

   ※ 機能はあくまで案であり、確定しているものではありません。今後変更

する可能性があります。 

（ア） 地域住民の生活環境向上機能 

診療所、バリアフリー化した浴場、娯楽室機能を兼ねたラ

ウンジ、屋外広場等 

（イ） 民間活力の活性化機能 

活動・交流スペース、共同事務スペース等 

（ウ） 介護予防・健康増進機能 

介護予防・健康づくりを実施するための機能訓練・運動ス

ペース等 

（エ） 自立支援機能 

軽作業を通じ、中間的就労や日常生活自立を助けるための

作業室や、日常的に参加できる菜園等 

(2) 市営寿町住宅 

   規模：（建替戸数）80 戸 

２ 関連施設（国・県）（評価対象外） 

敷地内にある横浜港労働出張所と寿労働センターについては、現在

調整中であり、今後結果をふまえて対応していきます。 
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事  業 

スケジュール 

平成 26～27 年度  設計 

平成 28 年度     解体工事 

平成 29～30 年度  建設・竣工 

※今後の検討状況により、変更になる場合があります。 

総事業費 
約 26 億円 

※今後の検討状況により、変更になる場合があります。 

事 業 の 

必 要 性 

1 必要性 

(1) 寿町総合労働福祉会館において耐震化の検討を行った結果、早急な

補強が必要と診断されています。居ながら補強が困難であり、耐震ブ

レース等の設置により現状の室規模や機能に大きな制約が加わって

しまうことから、再整備を行う必要があります。 

 

(2) 寿地区は、会館建設当時の昭和 49 年及びその後の 50 年代は、主

として港湾、建設・土木関係の日雇労働者とその家族が多く住むまち

でした。現在では、地域住民の高齢化等により就労できる人が減少し、

65 歳以上の高齢者で、生活保護を受給する人が多く住むまちに変化

しています。 

寿地区内の福祉ニーズが高くなる中で、会館は寿地区住民の生活環

境及び福祉の向上等に重要な役割を果たしてきました。今後も更なる

高齢化が進むと予想される中、現在果たしている役割を引き続き継続

する必要があるとともに、まちの変化や市民ニーズに対応した新たな

機能を付加することが必要です。 

 

(3) 市営住宅は、現在耐震性が確保できていない状況であることから、

入居者の安全確保のために再整備する必要があります。 

 

2 適地性 

   現在の会館敷地は寿地区の中心部に位置し、地区住民にとって利便

性が極めて高いことから、当該敷地での再整備が妥当です。 

 

事業の効果 

建替事業により、耐震性が確保できるとともに、新たな機能を付加し

た建替を行うことで、次のような効果があります。 

(1) 診療所、浴場等を再整備することによる地区住民の健康管理・衛

生環境の維持向上と施設全体のバリアフリー化による利便性の向上

（現在エレベーター未設置） 

(2) NPO 等の活動スペースを確保することによる、民間活力のネット

ワーク化 

(3) 介護予防等の拠点を置くことによる、介護予防・健康増進の取組

促進 

(4) 就労支援等自立支援の強化等による地区の活性化 

環境への配慮  設計をしていく上で、環境負荷の低減などを検討していきます。 

地域の状況等 
 再整備事業にあたっては、地域の方々への説明を行い、ご意見をいた

だきながら進めてまいります。 
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事業手法  公共発注方式を予定しています。 

その他 
 現在の会館にある労働機能（関連施設）については、国・県と協議を

行っていきます。 

添付資料 「現在の寿町総合労働福祉会館 概要」 

担当部署 

＜会館福祉施設＞ 

健康福祉局生活福祉部保護課援護対策担当 (℡671－2425) 

＜市営住宅＞ 

建築局住宅部住宅整備課 (℡671－2942) 
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現在の寿町総合労働福祉会館 概要 
 

１ 設立経緯 

  寿町総合労働福祉会館（以下「会館」）は、昭和 49 年に寿地区住民の生活環境向上と福祉

の向上、日雇労働者の青空市場の解消を目的として建設されました。 

  現在の会館は、診療所・図書室・娯楽室・浴場等の福祉施設、公共職業安定所・無料職業紹

介所の職業紹介施設及び市営住宅からなる複合施設です。 

 

２ 施設概要 

(1) 構造・階数：ＳＲＣ造（上階はＲＣ造）・地下1階地上9階 

(2) 敷地：3,032㎡（市有地） 

(3) 用途地域等：商業地域（500％ / 80％） 

(4) 延床面積：9,632㎡    

・福祉施設＜地下１階～３階＞：2,491㎡    

・職業紹介施設＜１階～中３階＞：1,658㎡      

・市営住宅＜４階～９階＞：5,483㎡ 

(5) 建設主体：  

・労働省（現：厚生労働省） 

・雇用促進事業団（(独)雇用･能力開発機構 

 H23.10解散） 

・神奈川県 

・横浜市 

(6) 建設竣工： 昭和 49 年 9 月 

(7) 施設運営者： 

施設名称 用途 運営者 備考 

寿町労働福祉センター 福利厚生施設 (公財)寿町勤労者福祉協会 市の外郭団体 

横浜港労働出張所 公共職業安定所 厚生労働省神奈川労働局 横浜公共職業安定所出張所

寿労働センター 無料職業紹介所 (公財)神奈川県労働福祉協会 かながわ労働プラザ等の運営

市営寿町住宅 共同住宅 市建築局  

 

３ 配置図・外観写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

福祉棟 労働棟 

デッキ

労働棟 

デッキ 

福祉棟 

会館施設構成 
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